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を対象とし， 35G c 帯でその全断面積を測定したもので，測定装置，実誤.ù結果等を述べている。さら
に，これらの測定結果が理論値とよく一致していることから，新しい散乱体の全断面積測定法として
Fabry-Per叫共振器を用いる方法を提案し， 微小な散乱体の全断面積測定法として本測定法が有利
であることを述べている。
第 4 章は，開放形の伝送系である反射形ビーム伝送系の最適設計を理論的に解析したものである。
反射形ビーム伝送系とレンズ列ビーム伝送系の伝送姿態を定める積分方程式が同種の積分方程式にな
ることより，反射形ビーム伝送系とレンズ列ビーム伝送系の等価性について述べ， 等価レンズ列ビ
ー 325-
ーム伝送系による反射形ビーム伝送系の解析が有効であることを述べている。さらに， 2 種類の反射
板で反射形ビーム伝送系円形曲がり部を構成することにより，任意の曲率半径をもっ伝送系円形曲が
り部が構成できる乙とを明らかにすると共に， レンズ列ビーム伝送系円形曲がり部と比較し，その特
長を述べている。
第 5 章は，球によるガウスビーム波の散乱を一般的に解析したもので，解析にあたっては，直線偏
波ガウスビーム波を球ベクトノレ関数で展開することにより散乱振幅を決定している。また，ガウスビ
ーム波の減衰係数と|羽述するものとして，会能率を定義し，その;な義を明らかにしている。さらに，
散乱体として導体球を対象にして，入射波が平副波およびガウスビーム波のJ;bj合に、ついて，それぞれ
数値計算により散乱界を求め，両者を比較して，導体球の半径がスポットサイズと同程度になると導
体球への入射波が平而波近似できないことを lリl らかにしている。
第 6 章は本論文に|到する結論で，本研究の成果を総括して述べたものである円
論文の審査結果の要旨
本論文はフアブリ・ペロー共振器の 1=1 1央に微小散乱休を抑入することにより散乱休の全レーダ断面
積を求める万法を総立するとともに，開放形伝送系の 1 つである反射形ビーム伝送系の最適設計法を
与え，さらに，読電休球がビーム波中に存在する場-合の散乱現象の一般的解析法を示している。
以上のように本論文はミリ波回路系の開発および散乱現象の解明jに寄与するところが大きく，博士
論文として価値あるものと認める。
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